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研究成果の概要（和文）：本研究では,知識と技能の獲得をとおして大学生の自己成長促すために,認知的社会理論やト
ランスセオレティカル・モデルなどの理論・モデルに準拠した独創的な体育授業プログラムを開発するとともに、介入
効果を検証することを目的としている。多くの独創的プログラムが開発され、その妥当性が認められた。また、体育実
技授業における心理社会的要因を媒介変数とするメンタルヘルス改善・向上効果モデルと社会的スキルとソーシャルサ
ポートの互恵関係に着目したメンタルヘルスの改善・増強の理論モデルが構築された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an unique physical education program 
based on social cognitive theories, such as the transtheoretical model, through which college students 
can acquire knowledge and skills that will be useful to enhance self-growth, and to test their 
intervention effects. A number of unique programs were developed and their validities were confirmed. In 
addition, a theoretical model with psycho-social factors for mediators explaining self-growth through 
physical activity programs and improvement and enhancement for mental health based on an interaction with 
social skills and social support were developed. The outcome of the research was published as a research 
report.

研究分野：スポーツ心理学
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１．研究開始当初の背景 
大学生のメンタルヘルスの悪化，コミュニ
ケーションスキルの低下が教育上看過し得
ない事態にまで至るに及んで，こうした健康
状態の悪化に歯止めをかけるべくカリキュ
ラムの改訂・見直しを行い，再度，保健体育
科目を「選択」から「必修」へと再帰的な合
理化を図る大学が立ち現れるようになって
いる。 
これらの心身の健康問題の根底には,社会
を構成し運営するとともに，自立した一人の
人間として力強く生きていくための総合的
な力である（市川，2003）「人間力（human 
agency）」の衰退が存在しており，深刻な社会
問題として，これまで広く産業界や大学教育
関連学科をも巻き込んで議論が交わされて
きた（苅谷，2001；山田，2004；市川,2003）。
大学教育関連では，これらの人間力の衰退の
議論は「大学の危機」や「高等教育の適応問
題」として捉えられているが，いまだ「自ら
学ぶ力を身につけさせる」ための処方箋を示
すことはできていない。 
体育実技授業を通してメンタルヘルスや
コミュニケーション能力の改善・向上を図る
には，他者との積極的なかかわりのなかで
「自己成長」させるような場の設定がなけれ
ば，単に保健体育科目を必修化して従来の体
育実技授業を展開したとしても，その目的は
達成し得ないであろう。自己成長とは，「今，
ここ」の体験を通じて自分自身の＜ありのま
まの姿＞に気づき，そこから「望ましい自己」
を発見することである。その気づきを導く絶
対的存在が「他者」であり，他者は，自己の
＜ありのままの姿＞を映し出す鏡である。そ
の他者と「今，ここ」で真正面から向き合い，
ポジティブに関わり，乗り越えることを通し
てしか，人は，未来に向けて成長できない。
「対人的緊張」や「友人ができない孤独感」
に悩む大学生の増加が報告されている（一
宮,2003）のは，この「他者」とのかかわりが
希薄になっているからである。よって，「他
者」への自発的・主体的な働きかけと，それ
を乗り越えることなくして「自己成長」を実
感できないことを体験・経験させる授業の場
を構築することは，今日，大学体育の授業研
究において最も重要な課題である。 
本研究の「自己成長」というホーリスティ
ックな問題の解決のためには，体育学の既存
の専門分野を超えた「境界領域」に研究課題
を設定し，横断的な研究プロジェクトを編成
することが欠かせない。そこで，本研究では，
他領域にわたる大学体育教員で研究プロジ
ェクトチームを編成し，自己成長を促す大学
体育実技授業プログラムの開発を行うこと
とした。なお，本研究における自己成長の内
容としては，主に人間関係，コミュニケーシ
ョンスキル，社会性，社会的スキル，自己効
力感，自尊感情，ポジティブ特性，レジリエ
ンス，自己管理能力，等々の心理社会的変数
に限ることとした。 

２．研究の目的 
大学生に顕在化しているメンタルヘルス
の悪化，コミュニケーションスキルの低下，
体力の低下，等々の心身の健康問題は，結局
のところ「生きる力」すなわち「人間力（human 
agency）」の低下にほかならない。これらの健
康問題の解決に資する独創的な大学体育プ
ログラムの開発を目的に，平成 16 年度から
継続的に授業研究を行っているが，本研究で
はさらに「自己成長」を促し，「人間力」を
高める体育実技授業プログラムの開発へと
発展させることを意図する。スポーツ競技に
おけるドラマチック体験（出会い体験，躓き
体験，克服体験，フロー体験，等々）は，ポ
ジティブ特性（忍耐力，リーダーシップ，精
神性，等々）や心理的スキルと密接な関係が
あり，このスポーツ体験の影響はスポーツ経
験歴を凌駕する規定力を持っていることが
明らかにされている。このことは，運動・ス
ポーツ活動の心理的効果に，「経験」という
時間的長さではなく，強度の強い一過性の
「体験」こそが意味を持つことを示唆してい
る（北井・橋本・石橋・小澤，2013）。体育
実技授業での身体活動はスポーツ競技とは
活動量や運動強度は劣るが，運動技術指導を
とおして心に残る体験を摘ませることは可
能と思われる。 
そこで，体育実技授業に行動理論・モデル
に基づく行動変容技法（ソーシャルサポート，
モニタリング，目標設定など）を用いて，受
講生自身が設定する挑戦的課題（心理，社会，
身体的側面）に取り組ませる授業を展開する。
授業介入の効果検証はプログラム評価・プロ
セス評価・アウトカム評価を通じて行い，簡
便かつ汎用性のある自己成長（人間力の向
上）を促す独創的体育実技プログラムと介入
法の開発を行うとともに，自己成長へのメカ
ニズムを明らかにすることを本研究は目的
とする。 

 
３．研究の方法 
大学生の自己成長を促す体育実技プログ
ラムを開発するため，研究組織を「理論・モ
デル構築班」と「介入授業実施班」に分け，
授業プログラムづくりと評価法の仮説モデ
ルの構築を行うとともに，介入授業のプログ
ラム評価，プロセス評価，アウトカム評価に
基づき，段階的に精度の高い授業研究に持っ
ていく。また同時に，体育実技プログラムの
一般化を意図し，簡便かつ汎用性の高い介入
法を検討していく。具体的には，平成 24 年
度は，行動理論・モデルに基づく行動変容技
法を用いて，自己成長・人間力に関連する心
理社会的変数（コミュニケーションスキル，
社会的スキル，自己効力感，社会性，自尊感
情，ポジティブ特性など）の向上を促す体育
実技授業プログラムを作成し，介入授業によ
る効果検証を行う。平成 25 年度は前年度の
研究成果を踏まえ，より効果をもたらすため
のプログラムと介入法の改善を行い，介入研



究を行う。平成 26 年度では，さらに効果的
な介入法を考案した授業研究を行い，簡便か
つ汎用性のある自己成長を図る独創的体育
実技プログラムを開発する。 
具体的には下記の点に関して取り組むこ
ととする。 
(1) 研究代表者および各共同研究者は，それ
ぞれの課題に特化した独創的な体育実技
プログラムの開発ならびに効果検証を行
う。その際，行動理論・モデルに基づく介
入による授業研究に取り組む。 

(2) 「魅力」「価値」「冒険・挑戦」の構成要
素からなる授業プログラムの構成として
の「三元論的相互干渉モデル（根上，2012）」
をさらに精緻化するとともに，「今，ここ」
の体験を通じて自分自身の＜ありのまま
の姿＞に気づき，そこから「望ましい自己」
を発見させることに気づかせる「小さな逆
境の場」を展開する。 

(3) 挑戦的課題達成型授業プログラムによる
自己成長のモデルを構築する。 

(4) 毎年，プログラムの改善と効果検証を繰
り返しながら、汎用性の高いプログラムを
開発する。 

(5) 研究の進捗状況および情報交換を緊密
に行うために，全体会議を少なくとも年 4
回開催する。 

(6) 毎年，授業研究の成果を中間報告書とし
て作成する。 
 
４．研究成果 
 研究代表者および研究分担者は自らの自
己成長の研究課題に取り組み，挑戦的課題達
成型の独創的体育実技授業プログラムを開
発し，効果検証を行うとともに、理論・モデ
ルを構築することができた。 
 
(1) 自己成長を促す体育授業研究 
＜人間関係＞ 
バドミントンやテニス授業をとおして、人
間関係の醸成およびささやかな自己成長が
みられ、行動変容技法を用いた自己成長を意
図する挑戦的課題達成型プログラムの有効
性が検証された。 
＜社会的スキル＞ 
社会的スキルのうち，関係維持スキルが高
いほどソーシャル・サポートにおける認知レ
ベルの互恵性が維持される傾向にあり，また
認知レベルの互恵性が維持されているほど
ストレスが低く生活の満足感が高くなるこ
とを確認した(内田・橋本, 2013)。ストレスレ
ベルを適切に保ち，生活を充実させるスキル
を身につけることも自己成長のひとつと考
えるならば，このような自己成長を促すため
には，社会的スキルが重要な役割を果たす可
能性が示唆された。 
＜社会性＞ 
社会性測定尺度の開発を行った（山本・内
田・山﨑, 2013）。また，体育授業に社会性向
上を意図した，新たな体育実技種目を導入し，

既存の体育種目との比較・検討を行った。そ
の結果，社会性向上を意図して，コミュニケ
ーションや協力を要する種目に工夫した，新
しい体育実技種目のほうが社会性向上は有
意に高い値を示した。さらに，新しい種目は，
学生の体育授業に対する積極的参加意識の
向上にも繋がり，一歩前に踏み出すといった
自己成長がみられた。 

 
(2) 体育実技授業にかかわる尺度開発 
授業による自己成長のメカニズムを明ら
かにするためには、独立変数、媒介変数、従
属変数の関連を明らかにする必要がある。そ
こで、独立変数としての体育実技授業の恩恵
尺度、媒介変数としてのささやかな自己成長
尺度、従属変数としての包括的な自己成長尺
度の開発に取り組むことにした。まず，独立
変数として布置する，体育実技授業の恩恵に
ついて検討を行った。ここでは，約 1,000 名
の対象者の自由記述を収集しテキストマイ
ニングにより 10 個の主観的恩恵を抽出し，
その特徴を明らかにした（西田・橋本・木内・
谷本・ほか 7名，2015）。ついで，西田他（2015）
の研究結果に基づき項目を作成し，尺度作成
はほぼ終了している。ささやかな自己成長尺
度は開発中であり、包括的自己成長尺度は邦
訳を終了している。 

 
(3) 大学体育実授業による自己成長の理
論・モデルの構築 
大学体育実授業による自己成長の理論・モ
デルの構築に関しては，体育実技授業におけ
る心理社会的要因を媒介変数とするメンタ
ルヘルス改善・向上効果モデル（橋本, 2012）
と，社会的スキルとソーシャル・サポートの
互恵性に着目したメンタルヘルスの改善・増
強の理論モデルを構築した（内田・橋本，
2013）。 
 これらの 3 か年間の研究成果は平成 24 年
度・25 年度・26 年度に研究成果報告書とし
て発行した。 
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